
「ろう者の人権の変遷」学習指導略案 

 
１ 対象 

  聴覚障害学生、聴覚障害について学ぶ学生、特別支援教育教職課程履修生 

  （※ろう学校教職員研修向けにアレンジ可） 

 

２ 指導の形態 

通常教室 

 

３ 指導の目標 

  １）人権の変遷におけるろうあ運動と法改正を通して、聴覚障害について理解する。 

  ２）自分が置かれている立場から状況を理解し、今後の生き方を考える上での参考にする。 

 

４ 指導にあたって 

・田門弁護士について PPT の内容だけではなく、事前に調べて深めた上で紹介できると良い。 

・ろうあ運動のきっかけに改正がなされた法律について、事前に知識を得ておくと尚更指導しや

すい。 

・聴覚障害学生が自己のアイデンティティを見つめ直す機会となるように内容を工夫する。 

 

５ 本時の展開 
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本時の学習内容を理解す

る 

 

 

 

映像を視聴する 

 

 

 

内容を整理する 

PPT による進行で、ワーク

シートを埋める作業をす

る 

 

ろうあ運動の結果が法改

正に繋がった流れについ

て理解する 

 

 

 

 

 

文化言語モデルについて

知る 

 

ワークシートにまとめる 

学習内容について説明する 

ワークシート（保管用と提出用）を配布する 

今回の講演者である弁護士の田門 浩氏について

紹介する（S2） 

 

※映像視聴 約 15 分 20 秒 

「ろう者の人権の変遷」[00:00—15:13] 

 

 

・「個人モデル」「社会モデル」（S4）を紹介し、

ワークシートの 1 に取り組むよう指示する 

・身体障害者福祉法について知る（S5） 

・変遷について考える時のポイントを掴ませる

（S6） 

・安保闘争（1960）と差別青研（1966）を企画し 

た３氏について知る（S7,8） 

・1960 年頃のその他の運動について知る（S9,10） 

・民法 11 条の準禁治産について理解する（S11,12） 

・身体障害者福祉法改正と欠格条項について理解

する（S13-15） 

・世界の状況、近年の国内の状況について把握す

る（S16-18） 

・個人モデルから社会モデルへの移行について個

人的な考えを持つように促す（S19,20） 

 

自分に置き換えて考えさせる（聴覚障害学生） 

聴覚障害者の視点に立って考えさせる（きこえる

学生） 

 

 

 

 

 

集中して映像を視聴し

ているか【態度】 

 

 

ワークシートに記入す

るなどして、映像内容

を整理しているか【関

心意欲】【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の学習を通して、

考察がしっかり書けて

いるか【ワークシート】 
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